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8 2， 450MHzを 1~5 (略) (略) 8 2， 450MHzを 1~5 (略) (1略)

超え 10，500聞z 6 小電力データ通信システ 超え 10，500阻z 6 小電力データ通信システ

以下 ムの無線局 以下 ムの無線局

(1) 5， 150MH zを超え 20 (1) 5， 180MH z、5， 190 20 

5，350MHz以下又は MHz、5，200MH z ， 

5， 470を超え 5，125M 5， 220M 1-1 z‘5，230M 

Hz以下の周波数の電 Hz、5，240M H z ， 

1皮を使用するもの 5， 260MH z、5，270M 

Hz‘5.280 M H z、

5， 300MH z、5.300M 

Hz、5.310MHz‘

5.320MHz‘5.500M 

Hz、5.510M H z、

5. 520MH z、5.540M 

Hz、5.550M H z、

5. 560MH z、5.580M 

Hz、5.590M H z‘ 

5. 600MH z‘5. 620M 

Hz、5.630M H z、

5. 640MH z、5.660M 

Hz、5.670M H z . 

5. 680MH z文は5.700 

MHzの周波数の電波

を使用するもの

(2) (略) (2) (略)

7 (略) 7 (略)

9 (略) (略) (略) 9 (略) (略) (略)
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注(賂) I注 (略)

別表第二号(第6条関係) I別表第二号(第6条関係)

第 1~第 29 (略) I第1~第29 (略)

第 30 小電力データ通信システムの無線局の無線設備の占有周波数帯幅の許| 第3

容値は、第1から第4までの規定にかかわらず、次のとおりとする。 I 第

l 小電力データ通信システムの無線局の無線設備の占有周波数帯幅の許容値は、

1から第4までの規定にかかわらず、次のとおりとする。

1 冊) I 1 

2 5150MH zを超え 5，350MH z以下の周波数の電波を使用するもの I 2 

_ill_ 占有周波数帯幅が 19MHz以下のものであって、直交周波数分割多

重方式を使用するもの 19MHz 

_ru_ 占有周波数帯幅が 19MHz以下のものであって、(1)以外のもの
18MH z 

旦L 占有周波数帯幅が 19MHzを超え 38MHz以下のもの 38並旦ぇ

J.4)_ 占有周波数帯l隔が38MHzを超え 78MHz以下のもの 78並旦ぇ

且L占有周波数帯l隔が78MHzを超え 158MHz以下のもの旦E並旦
Z 

3 5470MH zを超え 5，725MH z未満の周波数の電波を使用するもの I 3 

_ill_ 占有周波数帯l隔が 19，7MH z以下のもの旦」盟旦.E..

(略)

5， 180MH z、5，190MH z、5，200MH z、5，220MH z、5，230MH z、5，240

MHz、5，260MH z、5，270MH z、5，280MH z、5，30MH z、5，310MH z 

又は5，320MH zの周波数の電波を使用するもの

_ill_ 5， 190MH z、5，230MHz、5，270MH z文は5，310MH zの周波数の電波

を使用するものであって、直交周波数分割多重方式を使用するもの(占有周波

数帯幅が 19MHzを超えるものに限る。) 38MHz 

_ru_ 5， 180MH z、5，200MH z、5，220MH z、5，240MH z、5，260MH z、5，280 
MHz、5，300MH z又は5，320MH zの周波数の電波を使用するものであっ

て、直交周波数分割多重方式を使用するもの 19MHz 

必)_ 5， 180MH z、5，200MH z、5，220MH z、5，240MH z、5，260MH z、5，280 

MHz、5，300MH z文は5，320MH zの周波数の電波を使用するものであっ

て、 (2)以外のもの 18MHz 

5， 500MH z、5，510MH z、5，520MH z、5，540MH z、5，550MH z、5，560 

MHz、5，580MHz、5，590MH z、5，600MH z、5，5620MH z、5，630MH z、

5， 640MH z、5，660MH z、5，670MH z、5，680MH z又は5，700MHzの周波

数の電波を使用するもの

_ill_ 5，510MHz、5，550MH z、5，590MH z、5，630MH z又は5，670MH zの



6iS縫N

旦L占有周波数帯幅が 19.7MH zを超え 38MHz以下のもの鐙盟旦
z 

旦L占有周波数帯幅が38MHzを超え 78MHz以下のもの 78単且ぇ
必L占有周波数帯幅が78MHzを超え 158MHz以下のもの且E盟旦
z 

第 31~第 61 (略)

別表第三号(第7条関係)

第

別表

1 ~28 怖) I 1 

29 小電力データ通信システムの無線局の送信設備であって、 L旦立盟旦互主I29 
超え 5.350MH z以下文は5.470MH zを超え 5.725MH z以下の周波数の

電波を使用するものの不要発射の強度の許容値は、 2に規定する値にかかわ

らず、次のとおりとする。

周波数の電波を使用するものであって、直交周波数分割多重方式を使用するも

の(占有周波数帯幅が 19.7MH zを超えるものに限る。) 38MHz 

_ill_ 5. 500MH z、5.520MH z、5.540MH z、5.560MH z、5.580MH z、5.600 

MHz、5.620MH z、5.640MH z、5.660MH z、5，680MH z又は5，700M

Hzの周波数の電波を使用するもの 19. 7MH z 

31~第 61 (略)

第二号(第7条関係)

~28 (略)

小電力データ通信システムの無線局の送信設備であって、 E180MH z、5，190

MHz、5，200MH z、5，220MH z、5，230MH z、5，240MH z、5，260MH z、

5， 270MH z、5，280MH z、5，300MH z、5，310MH z、5，320MH z、5，500MH

z、5，510MH z、5，520MH z、5，540MH z、5，550MH z、5，560MH z、5，580 

MHz、5，590MH z、5，600MH z、5，620MH z、5，630MH z、5，640MH z、

5， 660MH z、5，670MH z、5，680MH z又は5，700MH zの周波数の電波を使用す

るものの不要発射の強度の許容値は、 2に規定する値にかかわらず、次のとおりと

する。

(1)、 (2) 怖)

旦)_ li‘210MH z文は 5.290MH zの周波数の電波を使用するものの不要

発射の強度の許容値は、次のとおりとする。

|亙盗盆登 |不要発射の強度の許容値

15020MHZ未満及び 5.480M 日の 1山の帯域幅…平

H zを超えるもの |均電力が 2.5μW以下

(!lL li250MH zの周波数の霞波を使用するものの不要発射の強度の許容
値は、次のとおりとする。

(1)、 (2) (賂)



51:;護N

周波数帯 不要発射の強度の許容値

4.916MH z未満及び 51584M 任意の lMHzの帯域i隔における平

Hzを超えるもの 均電力が2.5μW以下

旦)_ 5， 500MH z、5，520MH z、5，540MH z、5，560MH z、5，580MH z、 旦)_ 5， 500MH z、5，520MH z、5，540MH z、5，560MH z、5，580MH z、5，600 

5， 600MH z、5，620MH z、5，640MH z、5，660MH z、5，680MH z又 MHz、5，620MH z、5，640MH z、5，660MH z、5，680MH z又は 5，700MH

は 5，700MH zの周波数の電波を使用するものの不要発射の強度の許容 zの周波数の電波を使用するものの不要発射の強度の許容値は、次のとおりとす

値は、次のとおりとする。
~ 
る。

ア・イ (略) ア・イ (略)

並)_ 5， 510MH z、5，550MH z、5，590MH z、5，630MH z又は 5，670M 必)_ 5，510MHz、5，550MH z、5，590MH z、5，630MH z又は5，670MH zの周

Hzの周波数の電波を使用するものの不要発射の強度の許容値は、次のと 波数の電波を使用するものの不要発射の強度の許容値は、次のとおりとする。

おりとする。

周波数帯 不要発射の強度の許容値 周波数帯 不要発射の強度の許容値

5， 420MH z未満及び 5，760M 任意の lMHzの帯域幅における平 5， 420MH z未満及び 5，760M 任意の lMHzの帯域幅における平

Hzを超えるもの 均電力が2.5μW以下 Hzを超えるもの 均電力が2.5μW以下

立LE530MH z又は 5，610MHzの周波数の電波を使用するものの不要
発射の強度の許容{直は、次のとおりとする。

周波数帯 不要発射の強度の許容値

5.340MH z未満及び 5，800M 任意の lMHzの帯域幅における平

Hzを超えるもの 均電力が2.5μW以下

並)_ .5:.570MH zの周波数の電波を使用するものの不要発射の強度の許容

{直は、次のとおりとする。

周波数帯 不要発射の強度の許容値

5.236MH z未満及び 5，904M 任意の lMHzの帯域幅における平

I-Izを超えるもの 均電力が2.5μW以下

30~57 (略) 30~57 (略)


